


1 

 

１ はじめに（趣旨） 

  昭和２年に丹後半島を震源とするマグニチュード７．３と推定された大地震が発

生し、京丹後市内で甚大な被害をもたらしました。この地震からまもなく１００年

を迎えることになりますが、全国では、平成７年に阪神・淡路大震災、平成２３年

には東日本大震災、そしてこの令和６年１月に能登半島地震という大地震が発生し

ていますが、最近では南海トラフによる地震が危惧されています。また、平成１６

年に発生した台風２３号では集中豪雨・土砂災害により市内でも大きな被害をもた

らしました。 

  丹後大震災発生当時の浜詰区は、世帯数１３７、人口７５３人であったが、その

被害は死亡者２５人、負傷者は重軽傷合わせて５１人、倒壊家屋は全壊９７棟、半

壊１０棟、焼失家屋は３０棟と大変大きな被害となっています。  

  大地震が発生した時は、交通網の寸断、火災の同時多発などにより、消防・警察

などの防災機関や行政などの速やかな対応が出来ない可能性があります。そのよう

な場合、住民の自主防災の意識や自主防災会の活動が大きな役割を果たすと思いま

す。 

  災害時には、まず、自分と家族を守る「自助」の行動が大切ですが、そのために

は日頃から防災の意識と知識をしっかりと持っていることが必要となります。 

そして、地域の住民がともに支え助け合う「共助」の考え方が重要であり、地域

を守ることが、自分を守っていくことにつながっていくと思います。 

区としては、「自助」と「共助」が実際の災害が発生したときに機能することを目

指し、「自分たちの地域は自分たちで守る」という意識の醸成と、具体的な役割を担

う区民を主体とした自主防災会の構築を行うとともに、平時から災害に対する準備

と災害時の行動規範を示す防災計画を策定します。 

 

２ 浜詰区の状況 

⑴ 地形等 

浜詰区は丹後半島の付け根、網野町の最も西にあり、西は久美浜町、東は木津と

網野に接しており、網野町の中心部から車で１５分程を要し、交通面では決して

便利が良い地域ではない。  

また、海岸線は日本海に面し、８㎞の砂浜が久美浜町湊宮まで続き、夕日ケ浦

の海岸として有名であり、夏は海水浴、冬はカニ料理により多くの観光客が訪れ

ている。 

 

⑵ 世帯数、人口 

令和４年４月の住基上の世帯数は４９２、人口１，０９４人となっているが、こ

の数字は区民として登録の世帯（令和４年４月３６６世帯）・人口数より多く、実

際の住人数は正確に把握できていない。この理由は、学生等が住基上の登録はあ

るが実際は他地区に住んでいる者、また借家等に住んでいる観光業関係の短期間
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労働者等が区民になっていないことなどが考えられる。 

加えて、浜詰区においても少子高齢化が進んでおり、地域の活性化の面でも人口

減少は大きな課題となっている。 

 

⑶ 浜詰区の特性 

浜詰区は京都府下でも有数の観光地であり、年間１００万人を超える観光客が

訪れており、旅館等の観光事業所も３０件を超え、観光は浜詰区の主要な産業と

なっている。 

一方、学校の再配置、金融機関・ガソリンスタンドの撤退等、公共的な施設が減

少してきており、生活基盤の維持は大きな課題となっている。 

 

３ 災害想定 

⑴ 地震  

マグ二チュード７．３ 

 津波については、行政が示しているハザードマップでは、当地域の海岸には最

大３ｍとなっているため、避難をする際には海岸道路の使用はしないこととす

る。また、大きな河川はなく、浸水地域もないことから、風水害等の災害も想定

しないこととし、仮に風水害等による災害が発生した場合は、地震災害を参考に

して、対応等を行うこととする。 

 

⑵ 被災規模 

 丹後大震災当時より家屋の耐震化や道路等の整備が進んでいるが、世帯や人

口の増があるため、避難者２００人（うち負傷者１００人）、家屋倒壊５０棟、

焼失家屋３０棟を想定する。 

 ただし、観光シーズンになると観光客の避難者が多くあると考えられるが、観

光客は宿泊者だけではないため、避難者数の想定は難しい。 

 

⑶ ライフラインの復旧予測 

・道路  復旧に相当の日数を要すると見込む 

・上水道 ２～３ヶ月程度で復旧すると見込む 

・下水道 ２～３ヶ月程度で復旧すると見込む 

・電力  １週間程度で復旧すると見込む 

・電話  １週間程度で復旧すると見込む 

・ガス  １週間程度で復旧すると見込む 

 

４ 浜詰区の防災体制 

⑴ 組織名称 浜詰区自主防災会  

⑵ 組織規約 資料１ 浜詰区自主防災会規約 



3 

 

⑶ 組織・活動体制 資料２ 浜詰区自主防災会組織図 

 非常時や災害発生時は、自主防災会会長は役員を招集し、災害対策本部を設

置する。 

 

⑷ 避難所（地震・津波・風水害）  

    浜詰区民センター 

橘小学校 

     

５ 浜詰区の防災活動内容 

⑴ 平時の活動 

 ア 防災知識の普及・啓発 

    区として防災計画を策定するとともに、区民一人ひとりが防災に関して関心

を持ち備えることが大切であり、学習会を行うとともに、区民だより等を通し

て区民の防災意識の向上と啓発活動を行う。 

 

  イ 地区内の安全点検 

    地区内の危険な場所や防災上課題がある場所がないか、また避難所や避難経

路の点検を行う。 

     

  ウ 防災資材・器具及び備蓄品等の点検整備 

    防災資材・器具及び備蓄品等の点検を行い、不足するものは補給や整備を行

う。また、保管場所については誰もがわかりやすい場所とする。 

 

  エ 防災訓練 

    年に１回は防災訓練（原則、８月の最終日曜日に行われる市の防災訓練に合

わせる。）を実施する。また、合わせて情報伝達訓練を実施する。 

訓練は区民の多くが参加するよう、隣組長を通じて区民の参加を要請する。 

 

⑵ 災害時の対応 

ア 情報の収集・伝達 

    行政、消防署、警察等の関係機関から正しい情報を収集し、区民に伝達する。

また、浜詰区は観光シーズンになると地区内に多くの観光客がいることが想定

されるため、必要に応じ消防自動車等を使用し広報を行う。 

 

イ 救出・救助活動 

    自分や家族が被災しないよう十分な注意を払ったうえで、出来るだけ複数の

者が協力して負傷者等を救出・救助する。 
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ウ 医療・救護活動 

     負傷者が医師の手当が受けられるようになるまでの間、応急手当を行う。ま

た、必要に応じ救護所へ搬送する。 

 

   エ 避難誘導 

      区民及び観光客等の避難所への誘導を行う。 

 

   オ 給食・給水活動、救援物資の配布 

     避難所において、必要な給食・給水活動を行うとともに、救援物資の配布を

行う。 

 

⑶ 要配慮者（退避行動要支援者）等への支援 

 災害時に大きな被害を受けやすい要配慮者に対して、区民みんなで協力して

支援を行う。また、日頃から要配慮者に対する隣近所の助け合いが重要であり、

避難支援者を決めておくことが重要である。 

 

６ 災害時における宿泊施設・食料の提供について観光業者への依頼 

  浜詰区は観光地であることから多くの観光宿泊施設があり、災害時に被災した避

難者及び要配慮者に対する宿泊施設として、また保有している食料品等の生活必需

品を提供してもらえるよう観光協会を通して観光業者と応援協定を締結しておく。 
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７ 必要品の備蓄 

⑴ 防災資機材等 

物品 数量等 保管場所 

小型テント    ５張 区民センター倉庫 

ブルーシート １０枚 区民センター倉庫 

発電機   ３台 区民センター倉庫 

誘導灯  １０本 区民センター 

発光懐中電灯  １０個 区民センター 

拡声器   ３台 区民センター倉庫 

担架    ３台 区民センター倉庫 

電池 各３０個（単 1～4） 区民センター 

救急箱 ５セット 区民センター 

毛布 ２０枚 農協跡倉庫 

タオル １００枚 農協跡倉庫 

石けん  ３０個 農協跡倉庫 

簡易トイレ   ３個 農協跡倉庫 

生理用品   ３０個 農協跡倉庫 

筆記用具  区民センター 

   

 

⑵ 食料品等関係 

品名 数量 保管場所 

白米    １袋（30キロ／袋） 農協跡倉庫 

味噌汁  ２００食分 農協跡倉庫 

保存食  ２００食分 農協跡倉庫 

レトルト食品 ２００食分 農協跡倉庫 

保存飲料水 ３００本（2リットル） 農協跡倉庫 

炊飯装置  ２個 農協跡倉庫 

鍋  ２個 農協跡倉庫 

コンロ  ７個 農協跡倉庫 

ガスボンベ  ２個 農協跡倉庫 

カセットコンロ  ５個 農協跡倉庫 

カセットボンベ   ２０個 農協跡倉庫 

給水タンク ２０個 農協跡倉庫 

簡易食器類  ５００食分 農協跡倉庫 

サランラップ  ５０個 農協跡倉庫 
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８ 関係機関等連絡先 

機関・業務別 部署 電話番号 住所 

京丹後市 

市長公室網野市民局 ６９－０７１０ 網野町網野 385－1 

総務部総務課 ６９－０１４０ 峰山町杉谷 889 

建設部管理課 ６９－０５１０ 網野町網野 353－1 

建設部土木課 ６９－０５２０ 網野町網野 353－1 

上下水道部施設管理課 ６９－０５８０ 丹後町間人 1780 

峰山消防署 
本署 ６２－０１１９ 峰山町丹波 826－1 

網野分署 ７２－０１１９ 網野町網野 3030 

京都府 

丹後土木事務所 

施設保全課 0772－22－3245 宮津市字吉原 2586－2 

峰山出張所 ６２－４３３０ 峰山町丹波 855 

京丹後警察署 

本署 ６２－０１１０ 峰山町長岡 469－1 

網野交番 ７２－０１１０ 網野町網野 236 

橘駐在所 ７４－０１１０ 網野町木津 262－2 

医療機関 

丹後ふるさと病院 ７２－５０５５ 網野町小浜 673 

丹後ふるさと病院 

たちばな診療所 
７４－１３０１ 浜詰 263－1 

市立弥栄病院 ６５－２００３ 弥栄町溝谷 3452－1 

市立久美浜病院 ８２－１５００ 久美浜町 161 

丹後中央病院 ６２－０７９１ 峰山町杉谷 158－1 

教育福祉機関 

市立網野中学校 ７２－１０３０ 網野町網野 2696 

市立橘小学校 ７４－００５５ 網野町木津 1357 

市立たちばな保育所 ７４－０００４ 網野町木津 1357－3 

（福）丹後福祉会 ７４－０８８８ 網野町木津 225－2 

 

９ 附則 

⑴ この防災計画は、令和６年１２月１日から施行する。 

⑵ この防災計画は、必要に応じて改定することができる。 
















